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コンソーシアム設立にあたって
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中長期計画

1. 多様な人材が活躍できる環境整備

就労困難者にとって農業が有力な就労の選択肢となり、就労環境が整備され、

一緒に働く人も全員が生き生きと就労できている。

2. 農福連携に取り組む組織の拡充

福祉法人以外の多様な組織が農業との関わり（就農・加工所等）を支援する活動が、

地域に定着している。

3. 農福連携による事業化の実現

農福連携の事業収益が向上、継続的な雇用維持、新規就労者の拡大等が図られ、

当該事業が経営的に自走している。

4. 農福連携による地域共生社会の実現

農福連携の取り組みが広く認知され、農作物の購入やボランティア活動等に地域企業、

学校、住民等が積極的に参画している。



コンソーシアムの活動内容

6



7

３ヵ年計画目標（２０２７年２月まで）
生きづらさを感じている者が気軽に相談できる相談窓口を
開設する。コンソーシアムとして自治体との連携

目標値
新規相談件数：年間100件

コンソーシアム会員の農業事業者と福祉法人の農福マッチ
ングを行う。

目標値
新規就労マッチング：年5件

農福リーダーが主体となり研修会や情報交換会を開催する。

目標値
研修会・情報交換会4ヶ月ごと開催（対面orオンライン）
参加者：50名
（コンソーシアム会員・一般参加）

コンソーシアムの情報発信のためにホームページを開設する。また、各年
度の活動のまとめを会報紙として発行する。
各年度終了ごとに総会を開催し活動報告を行う。

目標値
ホームページ：月間PV10,000PV
会報紙：年１回発行

総会：年１回開催
講演会：総会開催時に同時開催
講演会参加者：100名

福祉事業者・農業法人・民間企業や個人が参加するコン
ソーシアムを設立する。

目標値
参加法人：150法人
実施主体：15法人
協力法人：10法人

コンソーシアムへ参加する農業事業者の作業分解をすることでコンソーシ
アムへ参加する複数の福祉法人がそれぞれの役割請負い生産性が向上する。
（分解型マッチング）

目標値
収益性5％向上

農福マルシェを開催し農福連携商品の販売を促進する。
目標値：年2回開催

民間企業と連携しコンソーシアムのネットワークを通じ農福商品の販路を
拡大させる。
農福連携商品の販売拡大に向け、コンソーシアムの連携にて商品を開発す
る。
目標値：年４商品開発



農福コンソーシアムひろしま
農家の人材不足や食品ロスを農福連携により解決し、収穫した作物を民間企業と連携し収益性の向上を図るコミュニティを構成す
る。活力ある地域づくり等に対して助成を行い、地域のコミュニティ活動の 充実・強化を図ることにより、地域社会の健全な発展
と住民福祉の向上に寄与する。 

加工・販売等受託

人件費・委託費

農家

福祉事業者 民間企業

コンソーシアム

• 就労機会の確保
• 社会的認知度の向上
• 地域との連携強化

• 経済的利益
• 社会的評価の向上
• 持続可能な農業の推進

• 規格部外品、余剰作物の有効活用
• 新たな収入源の開拓

行政

• 農家・福祉事業者の紹介
• 参加者の拡大支援 コミュニティの目的

対象地域の活性化
・子ども、女性、高齢者、障がい者などが共に
支え、共に生活できるまち作り（地域共生社会）

・就労支援やマッチングによる働く場を作る

農福産品の普及・啓発
・農福連携による新商品の開発、販路開拓

地域交流や農業研修の促進
・収穫体験や販売会、収穫祭などによる交流の場
・共生社会に向けた勉強会
・農業研修による人材育成

地域産品や事業活動の情報発信
・コンソーシアム参加者の情報集約、発信
・収穫状況やイベントの告知

令和６年８月８日設立
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商品開発

情報公開

ノウフクJAS管理

農福ツーリズム

農福教育

社会参加支援

コミュニティ活動

地域循環型経済圏
の仕組みづくり

販路開拓

農福マッチング

相談支援連携

農福マルシェ

農福研修

顧問：中本県議会議長
監査役：江戸専攻長（HBMS)

幹 事

宗越福祉会
八天堂ファーム

アソシエイト・ファーム

会 員

農福連携事業者
農業事業者・福祉事業者

民間企業・地域住民

自治体
ＪＡ関係団体
農研機構

社会福祉協議会等

教育機関

大学等研究機関

県内外食品メーカー

県内小売事業者

県内商社

県内民間企業

商工会

観光協会

環境事業者



農福コンソーシアムひろしま３か年計画

社会参画 販路開拓

農福マッチング

ネットワーク構築
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コンソーシアムの活動実績
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農福コンソーシアムひろしま 会員総数 ３４会員

（令和８年１月１日現在）

会員内訳

福祉事業者 ８会員

農家・農業事業者 ７会員

民間企業 １６会員

教育機関 １会員

個人 ２会員
12



ホームページ開設
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コンソーシアムとしてノウフクJAS取得（2024/9/9）
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コンソーシアム加盟農家から調達・販売
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SMILE-LABOのいちご調達・販売



三島食品ひろしの原料として広島菜栽培

• アソシエイトファーム保有の圃場約80aで栽培

• 秋に初収穫予定（12トン）
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河内圃場
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商品開発
果実なきモチ シャインマスカット 1月25日発売開始

羽田空港第3ターミナル おりづるタワー



果実なきモチ 赤ぶどう・ウイングいちご
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新商品開発

※写真はイメージです
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展示会・催事出店

旭食品展示会2025/1/22-23
三菱食品業務用展示会2025/2/18-19
中国四国農政局庁舎前2025/3/12
広島銀行本店2025/3/21
八天堂ビレッジ2025/3/29-30
中尾醸造2025/4/12
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小谷サービスエリア下りにてアンテナショップOPEN（2025年12月）



24

ノウフク体験イベント（2025年12月）
ふぁ～む to て～ぶる in シトラスパーク
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ノウフク体験イベント（2025年12月）
ふぁ～む to て～ぶる in シトラスパーク
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ノウフク体験イベント（2025年12月）
ふぁ～む to て～ぶる in シトラスパーク
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ノウフク体験イベント（2025年12月）
ふぁ～む to て～ぶる in シトラスパーク
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今後の取り組みについて

・引きこもり予防に向けた体験就農・体験収穫

・広域連携による農福マッチング

・会員同士の連携拡大

・農福ツーリズム・農福教育の実施

・３ヵ年評価・令和９年度以降の活動指標設定


